
　　　

　今回は土屋（大寺分）の石仏についてご紹介いたします。
　土屋は平塚市最西部の丘陵地帯に位置します。南金目との
境に金目川が流れ、支流の座禅川とその支流の三笠川が土屋
の中を流れています。
　『新編相模國風土記稿』によると、土屋村は惣領分、庶子分、
寺分に区分されていましたが、現在は、惣領分自治会、上惣
領自治会、大庶子分自治会、大寺分自治会の 4 自治会で運
営されています。また、大寺分には寺分、早田、人増の各集
落があります。
　寺分には天台宗大乗院の末寺である正蔵院が、相模新西国
三十三観音霊場二十八番札所として、また、寺分の観音様と
して親しまれています。早田には同じく大乗院の末寺である
妙圓寺があります。山上に弁天堂があり、その下に岩屋があっ
て岩屋内に宇賀神など多数の石仏が安置されています。人増
にある人増自治会館は、明治以前、妙圓寺住職が隠居後、堂
主となった阿弥陀堂があったところです。
　大寺分の石仏は 82 基が記録されており、そのうち正蔵院
16 基、妙圓寺 32 基、人増自治会館 15 基と３/4 がこの三か
所に集中しています。造立数の多い塔のうち、多い順から庚
申塔 8 基、道祖神 7 基、馬頭観音 6 基、徳本名号塔を含む
名号塔 5 基となっています。その他ほかでは見られない宇
賀神なども見ることができます。

妙圓寺 宇賀神像
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石仏めぐりを行う場合の心掛け
　石仏は、古来より多くの人々がさまざま
な願いをこめて手を合わせ祈ってきたもの
です。今でも信仰の対象とされているもの
も数多くありますので、見学に当たっては、
敬いの心を持って接しましょう。
　また、お寺や神社など石仏の管理者がい
らっしゃる場合は、石仏を見学する旨一声
かけてから見学しましょう。

番号 名　称 住　所 主　な　石　仏
1 寺分下路傍 土屋 1473 馬頭観音
2 寺分下路傍 土屋 1482 庚申塔、道祖神
3 寺分下路傍 土屋 1524-2 地神塔、道祖神
4 正蔵院 土屋 1749 馬頭観音、庚申塔、地蔵、徳本名号塔他
5 寺分中路傍 土屋 1755 道祖神
6 寺分上路傍 土屋 1805-1 道祖神
7 妙圓寺 土屋 1949 一字一石塔、庚申塔、観音、伝教大師、宇賀神、天台大師他多数
8 人増路傍 土屋 2132 付近 馬頭観音
9 早田路傍 土屋 2305 石祠、道祖神

10 早田屋敷内 土屋 2306 馬頭観音、奉納塔
11 早田自治会館 土屋 2324 徳本名号塔、廻国塔
12 早田観音堂 土屋 2405 地蔵、巡拝塔、地蔵・一字一石塔
13 人増自治会館 土屋 2492-1 庚申塔、徳本名号塔、道祖神、法華経塔、阿弥陀三尊、地神塔他
14 早田畑中 土屋 2503 南 大日如来

※ 当ガイドマップに記載されている石仏の基数は令和 3 年集計時点のものです。土屋 ( 大寺分 ) の石仏所在地と主な石仏

土屋（大寺分）の石仏

　観世音菩薩の化
け し ん

身で六観音・七観音の一つに数えられ、観
音としては珍しい忿

ふんぬそう
怒相をしています。馬が濁水を飲み尽く

し、雑草を食い尽くすように諸々の魔障を滅するとされます。
近世になると畜生道を司る菩薩とされ、馬などの家畜を守護
する仏として供養塔や墓石となりました。
　像容は頭に馬頭を頂く三

さんめんろっぴ
面六臂が儀軌では一般的です。三

眼を持ち、牙を剥き、怒髪天を衝く怒りの形相で、真
しんしゅ

手は左
右の親指と中指、小指を立てて合わせ、他の指を折る、馬口
印を結びます。市内の石仏としての主流は、一面二臂の慈悲
相のもので、頭に馬頭を頂き馬口印を結ぶのが特徴です。
　市内の馬頭観音は、像容を刻む刻像塔と「馬頭観世音」な
どと文字を刻む塔があります。像容を刻むものの中には六観
音・七観音もありますが、ほとんどは馬の供養のために建立
されています。石仏としての馬頭観音は、江戸時代の 18 世
紀から現れます。像容を刻む塔は 19 世紀前半の文化・文政
期から嘉永期にかけて多く見られます。文字を刻む塔は 19
世紀後半の安政期から主流となり、明治・大正と続き、昭和
20 年代まで盛んに建立されています。
　江戸時代、馬は荷物の運搬に使われ、馬糞は肥料となりま
した。また、平塚宿や大磯宿の助郷役を務めていたため、多
くの村で馬を飼育していました。明治になると乗合馬車の路
線ができました。南金目の青柳には馬車の立

た て ば
場があり、馬が

飼われていました。
　地域的にみると、土沢地区が圧倒的に多く、平塚、大野、
金目地区と続きます。土沢地区では、馬は運搬や厩肥の他に
大正期まで農

の う ま
馬といって、4 月末から 5 月末にかけて足柄上

郡に農耕用に馬を貸し出していました。そのため、たくさん
の馬が飼育され、多くの供養塔が建てられたのでしょう。
　また、土屋には牛頭観世音と刻む文字塔が 3 基あります。
牛の供養塔として、馬頭観音とのつながりで生まれたもので
しょう。いずれも昭和初期の建立です。昭和に入り馬に代わっ
て朝鮮牛が導入され、農耕に使われるようになりました。

石仏豆知識 7．馬頭観音



　正蔵院は、如意輪観音を霊場本尊とする天台宗のお寺で、
相模新西国三十三観音霊場第二十八番札所となっており、「安
産の観音様」として多くの人々の信仰を集めていました。
　本堂左奥の山裾に、元旗本で江戸幕府崩壊後当地に住み、
庫裏で寺子屋を開き地域住民の教育に努めた、大久保忠

ただすけ
補の

墓塔を中心に庚申塔、馬頭観音、地蔵など、また、少し離れ
て名号塔などの石仏が十数基並んでいます。
庚申塔　墓塔の左に建つ塔は、上部に梵字で「試

バク

」（釈迦如
来）、中央部に「奉庚申供羪山王大［権現］」、下部に三猿と
尊名の特定できない像容が彫られた寛文 7 年（1667）造立の、
主尊を釈迦如来とする珍しい庚申塔です。
名号塔　少し離れた右手に建つ高さ約 2 ｍの塔は、大

おおがいねんぶつ
会念仏

西組の念仏講中の人々が明治 19 年 (1886) に造立したもので
す。土屋を初め平塚全域、伊勢原、秦野、大磯など広範囲に
わたって篤く信仰されていたことが碑文から窺えます。

正蔵院の石仏　　　　　　　　　　　  （地�番号地�番号④）

大久保忠補の墓塔を中心に建つ石仏群

　　　　　　法華経の経文を小石一個に一字ずつ心をこめて
書いて土中に埋め、その上に建てた一字一石塔です。
　寛政 2 年 (1790) に造立されています。
　　　　　　左面と右面の銘文から、延宝 2 年 (1674) に土
屋の庶子分の人々により建立された庚申塔と認識できます。
正面と左面、裏面の下部には、庚申塔で見かける猿像の痕跡
があります。
　この塔の後方左にも、下部が埋っていますが、青面金剛像
が彫られた庚申塔が見えます。造立年は不明です。
岩屋内の石仏　
　弁天堂の下に、舜堯阿闍梨から四世代の住職の修行場とし
て掘り進んだ岩屋があり、宇賀神などの石仏が祀られていま
す。いずれも造立年などの文字は刻まれていません。　　　
　　　　　御

み す
簾のある祭壇中央の、頭が人で胴体がトグロを

巻いた蛇姿が宇賀神で岩屋の主尊です。巳の日には宇賀神の
前で弁財天護摩供が行われ、何事も願いが叶うといわれます。
　　　　　舜堯阿闍梨が比叡山で永年修行されたことと妙圓
寺が比叡山延暦寺を総本山とする天台宗の寺のため、天台宗
を開祖した伝教大師最澄像が宇賀神の左に祀られています。
　　　　　伝教大師は延暦 23 年 (804) に入唐し、天台山で
学びました。中国天台宗は、6 世紀、智

ち ぎ
顗こと天台大師が開

祖されたので、その像が宇賀神の右に祀られています。
　　　　　　　岩屋は祭壇の左から更に奥へ左右に掘られ、
左奥に悟りの世界を表す法

ほっかいじょういん
界定印を結んだ胎蔵界大日如来が

祀られています。右奥は左手の人差し指を立てて右手で握る、
智の世界を表す智

ちけんいん
拳印を結んだ金剛界大日如来です。右奥へ

進む途中に、如意輪観音と舟乗り地蔵も祀られています。

妙圓寺の石仏 (2)　　　　　　　　　　 （地�番号�）�）

　人増自治会館はＪＡ湘南土沢支所の裏手の小高い場所にあ
ります。入口には徳本名号塔、双体道祖神等々の石仏が見ら
れます。また、自治会館の脇には 8 基（墓石塔 3 基を除く）
の石仏群があります。
　右より順に、昭和 57 年 (1982) 建立の無縁塔、文久 2 年

（1862) 建立の后土神塔、年代不詳の弥陀三尊塔、文久 2 年
（1862) 建立の庚申塔、無縫塔 2 基、宝永 3 年 (1706) 建立の

祐天名号塔、元禄年代 (1688 ～ 1704) の建立であると見られ
る聖観音立像、年代不詳の聖観音立像、地蔵立像が彫られた
墓石群、寛政 6 年 (1794) 建立の法華経塔が並んでいます。

人増自治会館脇の石仏群 (1)　　　　　 （地�番号�）地�番号�））

　　　　　円柱型の文字塔で、正面に「后
こうどしん

土神」、裏面には「時
文久二壬戌年仲春吉且　真壁平之丞平義徳（花押）」と彫ら
れています。文久 2 年 (1862）2 月に天然理心流の剣術家で
名を馳せた人物である真壁氏によって造立されたものです。
　后土神は中国古典に現れる土地の神（地の神）を表すもの
で、地神の一種です。祭祀の対象となった地神は作神的な農
業守護神としての機能をもつものです。地神塔は市内に 16
基ありますが、「后土神」を刻む石塔は唯一です。后土神塔
は秦野市周辺に 12 基ありますが地域が限られ、造立は嘉永
期から江戸期終末 (1848 ～ 1867) までのほぼ 20 年間に集中
されており、全国的にも珍しい存在です。
　　　　　　　カビや地衣類で覆われお顔もお姿もはっきり
しない、珍しい石造物ですが、塔下部に阿弥陀三尊。阿弥陀
如来と脇侍の観音菩薩・勢至菩薩の三尊です。
　塔上部には智拳印らしき印を結ぶ三尊の坐像と合掌してい
るように見える二尊の坐像の計五尊があります。紀年銘や銘
文もなく、何の目的で誰が造立したのか不明です。
　　　　　前記の后土神塔と同時期に同人物によって造立さ
れたものです。
　刻像は一面三眼六臂青面金剛立像で頭部の髪に蛇がとぐろ
を巻き、髪は波打ち、ドクロの首飾りを付け、左手には宝輪・
弓・ショケラ、右手には三叉鉾・矢・剣を持ち、足で邪鬼を
踏み付けています。下部の三猿は正面の不言猿を中心に左右
の猿、不見猿・不聞猿が向き合っています。上部には日輪・
月輪がはみ出して彫られ、下部には左右に二鶏があります。
カビや地衣類に覆れていますが、彫りの良さがわかります。
　　　　　左から 4 基目の聖観音は、左手に未

み ふ れ ん げ
敷蓮華を持ち、

右手を蓮華に添える最も普遍的なお姿です。蓮華座が半分埋
っていますが、元禄年間 (1688 ～ 1704) に造られたことが分
かり、大変状態もよく、見ごたえのある観音様です。

人増自治会館脇の石仏群 (2)　 　　　 （地�番号�）地�番号�））

　妙圓寺は天台宗のお寺で、比叡山で修行された舜
しゅんぎょうあじゃり

堯阿闍梨
が元和元年 (1615)、月盛妙圓禅尼の帰依により中興された
と伝えられ、本尊は阿弥陀如来です。お寺は土屋銭洗弁財天
として親しまれ、境内に多数の石仏も祀られています。

妙圓寺の石仏 (1)　　　　　　　　　　 （地�番号�）地�番号�））

　ゴルフ練習場の駐車場右奥から、細い急坂を登り、里山の
雑木林を少し進みますと、こじんまりした観音堂があります。

早田観音堂の石仏　　　　　　　　　  （地�番号�）�）

　　　　　　　　　堂内の石像は、如
意輪観音座像です。地域では「安産の
お観音さん」と呼ばれ、お産のある方
の家族や親戚、近所の人達が、安産を
祈願されてきました。お話によれば
平成 10 年頃まで、お観音さんの前で、
お堂を守ってこられた横山家の奥様
や地域のご婦人達により、毎月 19 日
に念仏が行われていたそうです。お観
音さんの造立年代は不明です。

　　　　　　　　　　　　お堂前の地蔵が乗った塔は、台石
正面に「奉書寫本願經一字一石供養塔」
とあり、地蔵菩薩本願経を小石に一字
ずつ書き写して地中に埋め、その上に
建立した一字一石塔です。この経には、
地蔵菩薩を信仰することによる多数の
ご利益などが説かれています。左右面
に「施主 横山太良右エ門」「嘉永五子
年」(1852) と銘記されています。
　また、塔の左にある巡拝塔は、5 年
後の安政 4 年 (1857) に太良右エ門様
の奥様が建立されたものです。

堂内の如意輪観音

地蔵 一字一石塔
　 （嘉永 5 年）

如意輪観音（年代不詳）

地蔵の乗った一字一石塔

人増自治会館脇の石仏群

左より五智如来塔（年代不詳）、一字一石塔（寛政 2 年）、
庚申塔（延宝 2 年）

岩屋内の宇賀神 ( 中央）、伝教大師 ( 左 )、天台大師 ( 右 )

　土沢交番前から東へ下る細い道があります。
　これは人増地区から寺分へ抜ける
古道です。その道の峠に、文化 7 年

（1810）造立の舟型の馬頭観音が祀ら
れています。
　頭上に馬頭を頂き、高さ 40㎝あま
りの小さなかわいらしい像容の観音
様は馬の供養に建てられたものです。
　今では道を通う人々の無病息災を
願って静かに見守っているように見
えます。

人増路傍の馬頭観音　　　　　　　　 （地�番号⑧））

馬頭観音（文化 7 年） 庚申塔（文久 2 年） 后土神（文久 2 年）阿弥陀三尊塔（年代不詳）

后  土  神

庚  申  塔

阿弥陀三尊塔

　本堂左側に笠が載った塔が 3 基並んで祀られ、向って左
から、五智如来塔、一字一石塔、庚申塔です。
　　　　　　正面に「中央大日如来　五智如来」とあり、塔
中心に密教の根本教主・大日如来を配し、四方面に各如来を
配した五智如来塔です。
　正面は「南方寶

ほうしょうにょらい
勝 如 来」、右面は「東方薬師如来」、裏面

は「北□釈迦如来」と記され、左面は、残る方角から推定し
て「西方阿弥陀如来」でしょうか。造立年は不明です。

庚　申　塔

一字一石塔

五智如来塔

宇  賀  神

両部大日如来

伝教大師

天台大師

庚申塔

名号塔

聖  観  音

　この塔は中央上部に○印、その下に「大乗妙典六十六部供
養塔　願主常念」とあり、享保 13 年
(1728) に建てられたものです。
　六十六部とは 66 ヶ国の寺社に大乗
妙典（法華経）を奉納するという目
的で全国を数年かけて回る巡礼のこ
とで、主に江戸時代中期から後期に
かけて行われていたようです。
　今は会館敷地内にありますが、最
初に建てられた場所は不明です。

早田自治会館前の廻国塔　　　　　　 （地�番号⑪））

廻国塔 ( 享保 13 年 )


